
令和8年 丙午
白いうまく行く御守
１２年に１度の午年に頒布する特別な御守です

御守は令和8年１月１日から頒布を始めます

日本武尊命が東征の際に当社で必勝祈願したと言い伝えが

残っております。文馬 ( 綺麗に装飾した馬 ) を木に繋いだと

うことから「たづなを木に繋ぐ→たづなぎ→たつぎ」とい

う地名になり「文馬→文間」になったと言われております。

表面に田中路人作「神馬図」裏面に９つの蹄をデザインし、

御神馬と９つの蹄で「何事もうま ( 馬 ) く (９) 行くように」

と願いを込めた「うまく行く御守」です。

大きい白いうまく行く守              　　うまく行く守り
　初穂料　２５００円　　　　　　　初穂料　８００円


